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熊本県阿蘇1I11小限118'は古くから造林活動が行われてきた池域である。森林組合は林業生産の1*1

で援要な役割を担いながら経営j民捌している。とくに， 1詰j伐が臨んに行われ，森林組合が地域の

111] {え推進上重要な役割を来たしている O

ヌド*1*1告では，地域の概況，森林組合の経営状態，間伐にかかわる名経済主体の間伐災行状況，

Ptl]伐材の流通・加工状況を明示した。その結果次の 3点を明らかにした。1)間伐は戦後に形成

された林家を下jl心とする林業生産構造を基盤にして股I~持している o 2)森林総合は間伐材の流通

部から間伐を推進している o 3)木材倒檎の{誌迷，林業労働力の減少により，新たに森林組合に

間伐作業の代行という役割が出てきている。

I 地域・地域林業と森林組合事業

l 地域の概況

熊本県阿蘇郡小国IIlTは県の北京に位置し， T弱者日が南小笹]lIrrと接しているのを除くと周辺は大分

県との県墳である O 東部は九重町，北部は玖珠l町とフミ瀬II!T， iJJ:f音1¥を中津江村と接している。水系

は，弱小関nrrとともに筑後川水系であり，県内各nlT村が有明海にむけて河JIlが磁逃しているのに

対して，北にむけて河川が流れている O 地Jf~(ま比較的なだらかであり，穂高は320m -800mに耕

地がひらけ1，OOOmを越える九霊山系につながっている O 気象は高地に{立設しているため，九州、i
内にありながら最高気H誌は300Cを越えることはなく，最低気温は-lO"Cになることがある o :q:. 3:fL 

均気i1誌は130CとUJflll高冷な地域である O また iドi潟i浄水洗は 2，OOOrnrn以上で農j宝物，林水の育成

lこ越している。交通機関は，以前開鉄宮!JZ線が逆行されていたが，それも 1984if'.に路線となり，

現振は1I可蘇および日間方指へパス路線が開設されている。また， II!H'引い心部で間道が 5方聞にの

び交通条件がよく，車で大分県日 i沼市まで33kmで所嬰時間約 i時間，究員水県河蘇IIITまで30kmで約

i時間で紡ばれており，日間までヅしナト!横断自動車道が開通したこともあって縞|潟市場開へのアク

セスはよい。つぎに土地利用の現況をみると，小関IIrrの総酒i絡は13，672haであり，そのうち林野

磁紛がlO，792ha(78.9%)，耕地が1，960ha(14.3%)，その他が983ha(7.2%) となっている O 大
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部分が林野となっており，農Jilf也，郎、野手IJmもうかなくなし凡

小国町の人口は1980年に10，813人， 1990年に9，855人で減少殺が6.8%であり，過疎化が進行し

ている O しかし，近年減少取は鈍化しており， 1万人前後で安定してきている O また，産業加の

就業人口をみると，総数5，153人のうち第…次藤栄に1，610人，第二次臨業に1，106人，第三次産業

に2，437人というように，第三次産業のIl:iめる比率が高い。ただし，第…次産業の柱である農業へ

の就業者も多く，多くの林家は，農業との兼業という形で林業生践に従事している ο しかし，農

業生産の規肢の拡大等によって，以前に!tベ農業と林:3誌の兼業は少なくなってきているといわれ

ている。いままで農林;複合経営の小に林業経営は{立援づけられており，農業生産の変化は林業に

とっても嬰な意味をもっO 第二次産業の111心は，地元およびi時蘇1111のスギ林を利用した製材業

であり，現在， mr内で25工場が稼働している O さらに，第三次産業をみると， IIlr内には杖立rmL泉

を築E貝に岳の湯，はけのi易，はJilli昆泉:等があり，旅館・ホテルなどのサービス綾業が践んである。

このような温泉を 111心とした観光に加えて，北里柴三郎記念館，阿弥陀スギ，木造立体トラス工

法による多くの大規模木浩建築物などIIfrをqJ心とした村おこしにより観光拠点が地IJDしている O

1 .=tな終 ìlîi物生波五l: と ~Èìlîiiií!
単位:ha， t，劉， f:i7JPl 

ホウレンソウ

26 3百7 11 1，103 465 760 350 

~l~主主:澄 1，818 200 16，148 726 937 302 2，077 5，250 

~t.ìlîi徽 526 174 798 126 495 91 251 110 

資料:ノj、お.JJ築業機興地域整備計樹勢総礎資料
注:数1i!誌は1987年の災綴

次fこ農業生産をみると，小限IIIITでは米作をはじめ，翻芸作物，帯磁等が議んに行われている。

農家戸.数は1985年現在1，110戸でそのうち専業農家は193戸，第一穂先fE業農家は299戸，第二種兼業

農家は618戸であり，基幹男子農業従事者がいる中核的農家は22lj::iである。表-1に示すように

小国IIlrの主な農産物は米以外に露地および施設野菜，その他に繁殖Lj:.，1l巴宵午，乳牛および肉豚

などの審駿物である。肝茶は 109，800万111の生牒額があり，農梁全体の45%を占める。もっとも

生産.搬の大きいものは大棋であり，次いで、ホウレンソウ，キュウリの)llfjになっている。これらの

野菜類は， 19731+~ と 851f.に大tlt 19781ドにキュウリ， 1985年にホウレンソウが閣の産地指定を受

けている O 大棋の栽t音 lま述作隙答の回避と品質の向上をはかるために{if地による~~!・作が行われて

いる。 借地としては採草放牧地が利用されており，生産農家の経営規模拡大に原野が議:与してい

るO また，ホウレンソウ，キュウリは恭盤整備のj箆れ，銀出荷の労働力の不足から規模拡大がネッ

クになっている。また，蔀E託業ーでは19571ドにオーストラリア産の乳用牛ジャージー植を導入し，

放牧により)j~背を行っている。また，この乳朋牛より生寵したジャージー牛乳は i窃)脂肪であると

いう特i設をもっており，乳製1払へ加工して販売しており，観光臨品のーっとなっている。以上の

ように小間11汀のi賎業には米，野菜，奇麗という三本の柱があり，農業経営は，これらの組み合わ

せで行われてきた。つぎに農家の{出産業への就業状況を見たのが表-2である。'恒常的に勤務し

ているものが 308人と全体の48.5%を占めており，以前には多くみられた操業プラス臨時的な

仕事という形態が減少し，恒常勤務が…般化している。以前の林業労働の供給元は， j長関知jの余

栄IJ労働力であったが，先に述べたように米作J-:)
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になったため， j設業以外の臨時の投労働に就議する農家は減少している。とはいえ，現在でも i箆

業従事者の兼業形態として1:1躍・臨時揺が 210人で'1良常的勤務に次いでいる。林業従事者83:tの

うち47人までがこの形態で瓶j刊されており，日Tîl~い・臨時穏の減少は林業労働力の確保という点

で見過ごしにできない。

2 地域林業の~如兄

小l)gl林業の股史は171仕紀
表… 2 総数1iEYJ (.1'i'の{也際交:への就染状況(1988均三!支)

に週iることができるが，こ 単位:人， りら

れについては堺氏が「市IIIT

村段階における林業行政の

!民IIf1;1犬j兄と労j糸約なあり ;j 林業 23 9 47 83 13.1 

の検討にi渇する制資報告 9!ll絞殺 48 22 7 112 8 197 31.0 

( 1) J 2)にまとめている。
51 [5 14 7 87 13.7 

サービス業 36 [3 7 2 58 9.1 
本報告では現在の林業生産

公務 G5 2 G8 10町7
構造の基礎ができた戦後か 85 20 2 28 7 142 22.4 

らの股史について以下述べ 308 79 12 210 26 G35 100.0 

ていく o 資料:小国終業振興地域技術i計約üJ，~礎資料 1)

3に ように， lii!G i主:よヒ療は言iに対する{点

後の造林卒業は 1960年代を

袋一 3 ら見た戦後lli林の羽目多
ヰt1ま:ha 

45~49 50--54 55~59 60~64 65-69 70-74 75-79 80-84 85-89 

1<<官級制約 1，098.25 339.88 717.31 871.26 1，249.74 13，99.13 956.07 540.30 12臼.4 55.83 

年平均泌総 67.98 143.46 174.25 21¥9.95 249.95 191.21 108.07 25.88 11.17 

資料小i主III!H，J;梁振興計根町!?のデータをもとにして作成
注:tll告級]を1985-89Ijoまでのjs:t，J;mi総と凡なして版次手予約級を逃林5pこ当てはめて作成しである。

ピークにして拡大した。しかし， 1975年を過ぎると造林J首都は減少し，近年非皆伐による木材生

産が::tijfEになったこともあって， ill~*前ifi'i ，立者:しく il>長少している。以ヒのようにlj没後の造林の推

移は推定できるが，次にこれらの造林の担い手についてみよう。とりわけ， 1960年代の造林ブー

ムといえるような状況についてみよう。

イネ設による111:織な造林をさらに;fm逃するきっかけとなったのが， 4，000haにおよぶといわれる

IUT有牧野のf切放であった。敗戦甑後までの採や高力に依帯していた時代には， 111)市a牧野は農業

にとって惑な役割を果たし，欠くことのできない安A潔であった。しかし，戦後牧:草地の利

用は少なくなり，牧本JIl!解放の話が持ち上がりはじめる。これに対して牧野を私有化した場合，

処分が自由になり…f，:11J二関に集中するとか，本絹規艇では造林する能力がない等の ~Yl自で分割に

反対する意見が支配的であった。一方では，シイタケ栽格が!lt~んになり牧野に生えるクヌギの経

済制値が高まったことや， j史家の|託憾なXff~:本意欲を背景にして， IIIJ晶長は林地開発による経済的な

効果と土地の高度利用を実現するという考えを掲げて分割払い下げを進めた。分割払い下げi直後

の1960年の土地税類別の造林I五日i'1を 4でみると，森林伐採跡地への造林が67ha，)Jj(野等のそ
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表… 4 i低林したこ1::!1l!種類別荘u;fi'{
Jji，j立:ha 

の{也の土地への;造林が36haで、あるのに対して，

1970年には森林跡地が39ha，その他の土地へが

114haとなっ-cおり，この時期の造林が牧務地

人工林の 火仰のーロ1!UO) 払いア¥t'地への造林であったことを物語ってい

土地 るひこの紡糸，分割された約4，000haの牧野の

1960 104 51 16 36 うちが~2 ， 000haに拡大造林が行われ，現議これ

1970 153 28 11 114 らの造林木がV.VI齢級になっており，いわゆ

:る保育関伐の中心的な林分になっている。
資料:1960， 701判除決i淡林業センサス TfT町村別統計lL~

3 森林組合の事業展開

IJ、i宝llI1T森林組合はノトiま1110'を管轄地域とする森林組合である o 1951 1]~0)森林法改正により協同組

合原則による森林組合に総織変定安行って現布に濯っている。 li没後，管轄する地域はまったく変

わっていないが，森林組.合の苦手設は大きく変化して急た。:大きな変化があったのは共販所会開設

した19581ドと林政卒業をJi似合し作業班箆の械部をはじめた1979年である。

はじめに森林組合の事業の進展状況と各部門別のシェアをみておこう。

19631'1之以降のデータによると(表-5， 6)小関110・森林組合の収議綴は，ほほ…賞して増加し

王晃被:に恋っている。会聞の森林組合が一般的に拡大法林の減少によって卒業の伸び憾みに背しん

でいるのに対し，本総合は事業分野を拡大しながらJI又議離を{rjlばしている。小国11日森林組合の 1:j:1

心卒業は，販売卒業， ;1水産事業，加工事業，森林造成諜，金融司王梁である。部門7JIJでは金融部

門が当初より総合事梁の'11心となっていた。金融部門の1+1心となっている資金は農林1:11金の資金

であ V)，棉広く生活資金として利用できるため，イえ採収入の合1111のつなぎ資金として利mされて

いた。このように当初から森林組合は林家の資金制迷の役都を担っていた。森林組合の事業分野

を拡大するきっかけになったのが195811~の森林組合共販JijTの開設であったO 共j坂j好倒設は篤林家

府の働きかけによる併が大きかった。なぜならば，それまでの水材流通は製材染者への立木究が

仙・般的で林家の立木{訓告の形成力が弱かったためである。共販j好の設j慨によって，正義"取引と向

fI寺に見える?訟で取51が行われることによって，森林組.合に対する林家の信頼が形成された。また，

i森林組合の経常からみると，それまでの金融事業と新たにはじめられた販売事・業は深く結びつき

ながら展開していた。すなわら， r資金を貸し出す|祭には;立木が担保となり，志水処分代金が返

済に光てられることが多いため，結来的には金融事業の拡大が共販のt努力11にもつながってきた。

.J 3) ということである。

このようにして小i湖畔;森林組合は， 1960-701]::代には余剰!のみならず，流通機能を:t1!うように

なっていった。しかし，造林，保育，伐採， ~長材というような生産事業への取り組みはあまり行

われなかったO 共販所ml設以前は，製材染者が立水質ぃ{-;1'けを行い，被らが抱えている伐出議負

業者によって生産されるという形態が…般的であり 林家は育林過程のみを拐っていたo ::!l~ 1坂所

!?打設後は， !J!~~，家による伐掠が鳩加し，伐採・集材・過程も担う林家が現れた。また，林2誌の周辺

には議杉去の能力を為4 する請負業者がたくさんいた。 長く森林組合授を兼任していた故得津

雄;J、i諮問I授は，直接生産過程は側々の林家や染者が担うべきものという意識が強かった。その結

来休業都造改殺事業による森林組合の伐出mの機械設儲の惣1Jiiiや労働力の組織化i立遅れた。

森林組合には作業班組織はなかったが， 1971年より林産事誌は開始されていた。 年I11Jの取扱哉

は1，000-3，000rrì'桂皮であり，事裁は伐出染者への務負わせJI~態で実施していた o 小国 IIIT 内で

材・生産過程を担っていた伐出梁者のところで働く多く作業員は，農業との兼業形態であった。こ



155 

のような林業労働力の析出恭散は， I践

林家内の相対的な過剰労働力に依拠し

ていた。しかし，農業生践のヰ1心が米
5 森林組合のI1文総長Hの推移

lì1屯伶~ : -T'Pl 
作から野菜・高践に移行していくのに

伴い，農林家の労働力配分に変化があ

らわれ，析出器撤がj抗j裂していったり 1963 4，866 917 78 13，975 19，836 

このような特議:のもとで，森林組合は 1961 5，404 1.570 328 14.137 21，439 

専業的な林業労働力を組織化し，住Jlri 1965 7，051 1，624 582 15，775 25，032 

過組合ft1子しなければならなくなったO

1966 7，922 2.325 491 16，582 27，320 

1967 7，841 4.815 806 26，607 40，069 
また，政策的に中核林業振興地域整備

1968 700 5，364 6，960 1，088 18，245 62，357 
事業が51訪告され， の担い と 1969 1，α)0 6，726 6，991 1，286 60，018 76，021 

して森林組合が措定されるにいたって， 1970 7，050 5，791 1，081 78，790 92，712 

専業的i直接原用形態でない森林総合の 1971 8，580 4，366 1，329 82，6:32 96，907 

作業班の形式的な組織作りが始められ 1972 11，731 3，961 1，291 82，9]] 99，89.1 

た。これらの作業班員は森林総合が窓
1973 13，640 10，461 717 80，127 105，245 

口になっていた労務共済制度の適用者
1974 11，874 自，886 1，081 82，お4 104，225 

1975 11.345 8，415 1，348 91，047 112，155 
で、あった。このHilJ皮は197011"代後半よ 1976 11，367 7，646 4，415 105，370 128，798 

りIIIT1大jのi休業労勤者のうち年間 100日 1977 18，518 7，325 15，258 122，02:5 163，126 

以上の就労者を対象に実施されていた。 1978 18，661 4，875 5，847 166，107 195，790 

このような事情のもとに，既存の農家 1979 36 41，697 13，261 3，215 149，387 207，5訪日

兼業形態の林業労働力の総織イヒを行い，
1980 40，606 21，333 6，567 160，796 229，:302 

1981 1，000 45，875 40，881 ，35，233 177，330 300，31日
森林組合による!t議過殺の代行がはじ

1982 2，515 57，331 43，612 36，105 191，385 330，951 
まったO その後，森林総合整備事業や 1983 790 55，036 3fJ，085 28，87'1 197，317 321，105 

間常促進総合対策事業など，政策而か 1984 4.573 55，869 35，678 20，947 202，880 319，947 

ら森林組合がねて生産過税の紛い 1985 3，437 自5，114 27，022 33，831 202，417 :361，821 

として拙定されることによって，小|問 1986 5，035 151，691 18，79G 42，417 183，002 1100，974 

IIITでは森林組合が林業労働力を次第に
1987 3，069 266，580 25，844 37，634 188，146 521，273 

1988 4，854 316，647 39，137 42，514 W ，219 550，:371 
していった。しかし，森林組合に

1989 2，659 322，756 33，156 58，647 177，219 5臼4，4:37
組織化されたとはいえ林業労働力の析

iHl:小i釧汀森林組合…済制'ff淡、森林組合後一務報告rtJ};
出基盤はlifJとであり，林業労働力の減 により作成

少をとどめることはできなかっ

林j宝，森林:@)記事業などの生産事梁を実行して行くためには，労働力の安定的な石{日系が必要条

{*である O そのため，ごく紋i丘小悶IIlr森林組合は玉卒業的な作業組織を別組織として隊立した。す

なわち， 111]・の財政的なj足立!J をうけた ðí~ 3 1::クターの71EE水産業を したのである。 1986年に悠木

~裁の前進である株式会社悠木の盟が設友された。 Li:JII]‘および森林組合が名 1，000万円，

森林組合役員等が 230万円を出資した。職員は46人で、あり管J:m， は森林組合の職員が出

前jしてあたっており， i*艇事業， J七j説i9r雄総み作業，木材加工等 る職員の多くは，

にともなって新規に磁保したメンバーである。緩J:IJ関係をみると?現業部門のi隊員を含めて，

j鼠年Jf夏用，月給ililJ導入，社会保険への力11入などを実施し，若手!被践の時保に努めている。また，

l土，すべて森林組合からの~~;負作業である。現時点では，卒業迭にみあう l機銭数は確保され

ておらず，そのため，森林組合の事業をすべて悠水経裁の職員で実行することはできていないo

11¥1伐とかかわりのある林陛事業をみると， 1990年の主主E去最マある22，471m'の67%を悠木産業が実
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施しているが，殺りは，森林

総合が…人親方の素材染者等
森林組合の~Ji 業苦その1m移

に閉すことによって消
単位:nf， ha，千円

化しているけ。このように森

林組合の実質的な労{働組織と

1968 15.114 702，454 して出発した怒木絞殺の縦営

1969 20.291 798.932 をみると，たいへん悲しい状

1970 20.279 806.222 態にある。経常利益では持年
1971 23.687 1.5:39 850，436 

になっているカ久 と
1972 23.746 1.326 858.155 

1973 19.738 2.343 857.055 しては.r過 3年間j森林組

1974 14.841 2.450 853.441 合から毎年 700万円の補助を

1975 19.108 1.:367 969.802 してj引いるというように，

1976 17.645 2，453 1.151.199 経常的に自立することは現状

1977 16.010 16.890 2.645 1.348，458 からは閣議l~である。しかし，
1978 15.726 19.348 148 36 1.610.253 

森林組合経営からみた11寺，悠
1979 222.855 18.357 3.108 4 1.902.690 

1980 128.846 15.905 5.931 3 1.706.587 
水産業の設立で労働力を安定

1981 86.699 10，170 16.351 17 514 2.005.157 ~10 に硝;保したことによって，

1982 8:3.513 11，019 19.628 24 262 2.357.559 組合の事裁の枠を広げ，地域

1983 24.111 8，680 19，604 15 392 2，375，807 の林業生産，木材の流通・力11

1984 129，722 8，:372 20，686 14 407 2，449，619 エのすべての段階の担い手-に
1985 67，180 11，025 22，621 110 18 455 2，153，167 

なる前提が作りだされつつあ
198日 8，704 29，370 450 17 516 2，072，911 

1987 161，864 ll，738 28，928 896 12 556 1，818，343 
る。

1988 48，721 10，481 27，508 1，258 28 602 1，823，895 このように小関11町森林組合

1989 86，021 ll，1l3 26，261 1，892 37 560 1，733，522 は共i説日Jfの開設から木材の販

資料:ノj、I!lurr森林組合一斉翻1t表谷ilol淑 究機能を小心に卒業活撮りjを腿

1mしてきたが， J也j淡の労{動力

析出構造の変化によって林家

による林業生接的主IJが停滞してからは，林家に代わって生産過程をも拙う必要があり，第 3セク

ターを設立してそれに当った。各らに， IllJ1え小筏材の流通条件を拡大するために力III過殺にも進

出している。これらは森林組合に卒業の拡大をもたらしている。

立 間伐の実行実績と実行形態

i 材;家の経営実態

小開地域の械林は，もともと籾1'j(t'C、あり， ha当たり 1 ， 500~2 ， 000本であったと没われる。それ

が，戦後，造林補助が行われるようになると，補助探択器準がha当たり 3，000本(現在は2，500本

のなっている)であったため， ii没後の造林の盛んな時期にはha当たり， 2 ， 500本~3 ， 000本の植栽

が行われた。このような植栽が行われた林分のその後の手入れは， γ刈が 7-8年， I除伐が15年

頃から実姉される。この時点でもi徐伐水の一部は11c木として利用が可能である o I徐伐後は 5年間

に i 間税j廷の nlHえが必要であると詩われている。 20il'./:t.で平均'Jr~ iÎ1j H支筏は 10-20捌， 25年生で1':i:
j.fj用の索材が 2本とれる程度に成長し， 30年生ではi:jt日材がとれる o 35ij::生以上になれば収入に

力点をおいた間伐が可能になる。このように小関Iilrのスギの成長は平く， IIn伐材として販売され



る林務舎は平く到来する O

小問IIfrにおける針葉樹人工林の齢級構成をみる

と(京一7)， I・2齢級の人工林は造林の減少

もあって2.5%と比率が非常に低くなっている O

補助金による間伐対象になっている泊~VIl齢級の

林分は68.2%と大きな比取を市め，市くからの林

業地である小間IIITにおいても， 11li伐実行は大きな

IllHllliとなっている。また， Vls IIi官級以上.の林分が

29.8%と{也のj色;¥)Jxに比較してi持いよヒネiにあり，後

に述べるように高齢林の1M!伐の実施により，木材

販売収入を持ている。

次に林家経常の現状について詳しく述べてお」

栄一 7 針案体j人工林の総綾櫛成衣
単位:ha， %， m' 

1 n IIf ~V] 
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前i秘 185.23 5，016.57 2，155A4 7，357.24 

2.5 

材ff! 1，148，875 1，233，772 2，382，647 

1七都 48.2 5l.8 100.0 

資料:小i主IIlIr林業保興地域主芸術計側議:
jJ: : 199051'現1f

う。小関I1ITの林業生産にとって，林家の動向は非常に重嬰である。小|主Il1frの林家は，オぇ材益三斑・

販売による所得に家計が大きく依存している。そこで，まず小1'ill1l8'の林家全体像を1980年，11:界農

林業~ンサスの紡糸によってみていこう。

先に述べたように小l主IIIJTでは， 118・有牧tllJの払い下げによって，それまで林野を所有していなかっ

た農家が林野を取得するとともに，既存:の林家もその所有規模を拡大した。保有UJ林規模別の林

表-8 1呆ヰミ:'111林規模別林家数の推移
Jii.1立:jヨ

O.l'~ 1- 、5-、品 10~ 20~ 30- 50~ 100-

5 10 20 30 50 100 ha 

1960 838 471 263 58 ]5 11 12 6 2 

1970 1，077 453 434 87 GO 10 13 17 

1980 1，114 386 534 83 63 15 14 11 8 

1990 1，01:3 325 45G 121 59 12 22 10 8 

資料:I日:採決林数センサス者IljB:府県別統計-治各年版

家数を1960ifミと 1980ifで、比べてみると(表-8 )， 1 ~ 5 haJ'~í では263 人から 534 人へ， 5 -lOh在

帽では58人から88人へ， 1O~20haJ討で1ま 15人から 68人へと大きく増えている。 0.1-1haNá の人数

が減少していることを考えあわせると，払いγげによって数haから 10数haの林地拡大がなされ

たと考えられる。その結果， 1 ha米Ìí~の林家の合は{ぽくなっている。…"Jj ， 20ha.IJ、上の林家は

若干増加1するとともに，ぞれが地域の森林閣総に!なめる割合はさらにおくなった。また林家の主

業をみると，林家の主業は50.5%が農業:で， 1品泉地の旅館業喜多の自営業が16.2%，恒常的勤務が

15.9%，臼履い・臨時が15.4%とつづいている。小悶IIlTの林梁と農業とのかかわりは，農林家と

いう経営体のじいでたえず障者への労働力分配が考躍され実行されており宅奇抜である。…ブj，1+1・

大jJ.¥棋の森林所有JrQ (80ha.IJ、上回)においては，林業生産はその事業体にとってI!I核的な事裁で

あるので、，持続的な生産活動がみられる。

次に林委託の林業生践活動についてセンサスの結果でみてみよう o 表-9 (ま林家の作業別実施戸

数を会開，熊本県，小限!IIITとを比較したものである。小国IIITは，様林作業，下刈等の保育作業，

販売|詰j伐，切捨て開伐とすべての作業穏で会開および熊本県の比本を上lil/っている。とくに販売
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表-9 保有iJl林の作業百Ij林家数

IZ 分総数

ゴ:: [Jlj 2，14，986 161，165 27，335 779，138 98，066 29，848 10，971 159，443 23，2:15 

比当~~ 100町。 7.5 17.0 36.4 12.6 1.4 36.8 7.4 14.6 

熊本県 59，118 4，627 685 34，510 18，279 1，817 594 5，776 735 

上ヒ ヰ1 100.0 7.8 14.8 58.4 53.0 3.1 32.7 9.8 12.7 

小U<jlllj' 1，043 100 28 782 176 151 71 161 43 

jヒ本 100.0 9.6 28.0 75.0 22.5 14.5 47.0 15.4 26.7 

資料:19801ド似・5字決林業センサス
注待作業~ljf!i*本家数に対するよヒ部 l主総数に士、Jする俗、委託、 ;Wf叙わせ林家数のJt療は名作業

災施林家数に対する似

11引えでは会開が1.4%であるのに対して小関lIITは14.5%と10般の諜があり，切捨て間伐でも金悶が

7.4%に対して小lli111llTは15.4%と倍の開きがある。なお，販売Im1えについては，小悶11汀では主伐JtJJ

した林分の桁丸太適材のmi1えや，皆伐IITI避のために間伐が行われているためにとくに大きな

植を示していると考・えることができる O また，販売のfITiから林家経営をみると，販売を行ったt*
家は小刻IIIJのi揚合1980ilミには19.9%であったのに対して会留では4.1%にすぎないりさらに，京材

生産を行った林家において小関lIITが16.9%に対して全i玄iが1.3%というように大きな設があるこ

とがわかる O

…ブLシイタケ生産について宝最，生産者数などをみると， 1988年に乾燥シイタケが70，130

kg，生シイタケが92，750kg生競され，生産者は 403人を数え，約 4舗の農林家が生産している o

このように IIIJ・ IJ~ ではシイタケ生様が盛んである。以上のべてきたように ， IJ、悶111]'の農林家の生産

活動はIIE践であり，農林家の行動が地域の林業生産レベルを決定しているのであり，間伐にかか

わる生産活動についてもこのような林家の行動が窓袈な柱となっており，森林組合がそのような

林家の行動をどのようにパックアップするかが問j混となる。

2 間伐の実績

先にも述べたように小国 11日において間伐と呼ばれる内特は，補助金を利用する凶 ~vnn治級の人

工科;で実施されるi徐伐および保育のための開故にとどまらず，皆伐回避のために近年多くなって

きた人工高齢林分の抜き伐り作業も含まれる。ここでは偲宜的に35年生までのUJl伐を f保育mJ伐J
と私;じ， 35年生以上のIHl伐を「高齢1m伐jとし，阿方を含めたものを「間伐Jと11手ぶこととする。

閣の1m伐補助事業を 1:[1心にまとめた間伐実績を表…10マみよう。争iI間VJすま梁はすべて「保育[llj伐J
であり，出力も「保育IUJ伐Jであると考えられる。

補助事業による 1m伐の実施f(fj棋は，小!主1111]‘への割当閣献によって規定されていると考えられる。

HJ81年の間伐は森林総合綾部j卒業で多くが実姉され， 1982年は…般造林事業でIf号伐が実施されて

いたため，間伐対策事業で、の間続はそれほど多くない。それが， 1983年から85，86if:.にかけて森林

総合事業および…般造林事業が減少し，間伐対筑卒業も横ばいないし減少するというように，補

助金による問故実較が減少したにもかかわらず，自力によるfIlJ1えが急、J脅したため， I詰j伐の実行総

Tm績としては，もっとも多かった。 19861ド以降は間伐対策事業による間伐が大きく伸びているが，
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一方で自力による間伐採施

は大脇にダウンしている。

これは，自力による間伐が
後一10 IllJ伐災行部務の数移

liifiL : ha 
補助事業による間伐へ移行

したと考えられる。このよ

うに小関町の間{えは，補助 1981 160 172 45 377 230 607 

事業以外でも盛んに行われ 1982 165 53 l(iG 384 271 655 

てきており，間伐は林家に 1983 165 37 31 233 649 882 

よって機機的に担われてき
1984 130 7'1 20'1 634 841 

1985 1;50 32 13 195 606 801 
林業生産からの所得を

1986 260 41 。301 471 772 

期待している林家は，主伐 1987 280 22 。302 42 344 

に代わって ii郎総j間伐j を 1988 280 80 :160 41 401 

実施してきた。「高齢間伐」 198日 66 346 242 ら8日

においてもっとも単イ泌がi潟

いものは桁丸太であり，こ

れの生産をお擦にして近年，

高i鈴木のrrfi伐が行われてきた。スギ一般材の単価が抵迷していゐ II:! んし
"/ 

".J 0 行われてきた理由として，有利な販売ができる

小部IIfJの側々の林家が全般的;こ間伐をどのよう

かを開き取り綱査した 6)。林家の保有競艇によ

これからしようとしてしミる

にも授がある。そこで， 181伐

を実行している 1-3タイプの林家についてタイプ停にみ

第一のタイプの林家は， J50-200ha以上の森林所有者J~

jレ…ブである。下刈， 1徐間伐，主伐を毎年実施しており，年間

て伐採討極i を立てている。作業の実施は，組~'ÌÍï'l~

ている。小器11町内では憶常的に皆伐実施している

lこ笑行していることから共販所での出荷シェア

1;¥ ß~ I潟WJの磁別労働力でまかなっ

グJ[， …ブである。また， :i:.'間伐を

第二のタイプの林家は， 50-100haf.荒波の森林所有者穏である。このグル…プの場合は，

を専業あるいは主識とし，林業所得の硲保全毎年めがして林梁生践を実施している。しかし，

i吉林費のjÌf~にはま*悩掛が低いため皆伐による司やは控えており，間伐によって収入を持ている。

保育問伐はもとより， I高{国i梼の高齢1m伏木そ生践することに力をいれているοi制えは桁丸太がと

れるような立木を生産すること，林水の成長を促進することを践的にしている。また， fll11主材の

I1又入を期待しているので，自力で作業道 (ql直良 2mで林内作業率が入ることが・できるもの) を

1滅的に開設している。なお，作業は，自家労働力では不j立するので沼所の人を j臨時躍用したり，

森林組合に委託(実行は悠木藤栄)して作業を実施している o

第三のタイプの林家はlO-50haf1f.授の森林所有者であるo このグループは，林業生産によるI1又

入をd恒常的には期f守せず， 1臨時的にI1又入を得る程度であるりこのグループは品lsかくみると，

的勤務に就きながら林業から副収入を符ようとする林家と野明三政，シイタケ生産と林業

生産との複合経営を行なっている林家とに分かれている O 恨常的勤務の場合の間伐の労働力は，

離m労働力，自家労働力ともみられるが，自家労働力の場合には毎年謀総するのではなく，何

年かに i度まとめて行うなどのヱラ!とをしている。一方， f友合絞営の L十1にJ休業生践を取り込んでい

る林家の場合には，年開通して自家労働力分配が平準化するように農業，若干践と間伐会総合わせ

ている。加えて，シイタケ生産との複合経営の場合には，林道・作業道からの使がよい間伐林分
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がシイタケ生践に利用される O ii司伐林分は，誼射日光があたらず， }!瓜通りのよい林分が多いので，

シイタケ発生後の休養期間のはだ木の段冬場として過している。

3 U司伐ブh*とコスト

小問IIIJ・の間伐生産の方法についてここではふれてみたい Q 小l週間‘の林道・作業巡の整備状況を

みると， 1988年度までに49，903mの開設が行われ， 1990年現在では51，772m開設されている。林

道術伎としては5.01m/ha，公選も含めた林内道路街皮では23.5m/haである。このように公的

な補助等を受けて開設される林道・作業選以外に，林内作業率が入れるi協銭 2m以下の遊説?が，

11日々の林家によって自力で!日j設されている O 水羽生産のためには道路の開設とそれにあわせた林

業機械の導入が議袈であるが，小限IIITの場合には，簡易な作業道と林内作業本による築材方法が

一般的に行われており，架線を設置して築材・を行うのは一昔15の骨伐林分にi浪られている。県内の

林内作業率 559i討のうち小限IIITを合む阿蘇1111には 222台が導入されており，林I;!;J作業l11が普及し

ているo 小1~ :l1l!， J或の iDJ合， 1m伐といえども販売することが前提で、ありへそのためにある校皮Ilil
fえ率を商くして箆:をまとめてl抵抗己している。

小国11庁森林組合の林政事業の売上1清算討を次にみよう O なお，この精算書の'1:1には主伐および

商締結j伐のものも含んでいる。滋材 1 rr:f~たりの収援の度数分布は 10 ， 000から 15 ， 0001刊をピーク

にその阿端方向に広がっているヘ収誌がマイナスになっている事例は 3件のみであり，森林総

合が林綾卒業として受託する場合には， )1又議がプラスになるような間伐を行っていることがわか

る。そのため，森林組合は間伐卒業制読売事業と結び付けて実施することを前提としている O ま

た森林組合が実施する間伐は地域の…般の林家が実施するlai伐持さより i向く， lili伐皐は20-30%と

なっている O

先にも述べたように，地域の林業生産においては，森林総合整備事業の導入以前は，林家がド11

心になって各作業令指ってきたが，森林総合殺事iii事梁さらにi間伐犯進総合対焼事業の導入後は 3

森林組合が作業を受託し， 1自の労働組織に競殺に出していた。しかし，怯木産業設立後は森林組

合の統括のもとで作業が実施されるようになってきた。このため， 1989ij:'.には森林組合の共販所

で販売された約37，000rr:fの素材のうち，約26，000m3が森林総合の林政事業で生躍されている。

ところで，小閑IIITの1M]伐生産の1:1:1で森林組合が担う割合は，5年前にはは 5-6割であったが，

近年は 6--7割程度となり，残りは林家の自家労働力と林家が…人親方や近隣の人に頼んで鵠探

したものとなっている。

田 森林組合による間伐推進メカニズム

i 素材生産・流通と共!境事業

i詰11毛布11助事業は，森林組合がとりまとめの窓口となっている ο 小j;igllrrのように林家が林業所得

を設視し施業を活発に行っている地域でもすべての[lIj伐対象林分のIIlj伐が1m制に進んでいるわけ

ではない。そこでは窓口となっている森林組合による林家への働きかけが間伐推進のj二で裂な

役制を*すことになる。

さて，森林紘合は林家に対して保有・開伐のすすめというピラを凱布するとともに， :f1l!，区毎に

座談会を開催してn立伐の呼びかけを仔っている。これらの活動によって，補助!日j伐Tm桜の50%程

度が林家から自主的に中前されている。また，作梁道開設に伴う関係林分の11引えで20%殺度実施

され，残りは森林組合が111iJ)JIJに林家に働きかけて挺約している O このような努力の結染，森林組

合と lìíl伐の委託契約を寸る森林所有者は年11司 150~200人となる O ここで、[l1j伐の補助金額をみると，
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森林組合が夜営で尖施した場合， Illl伐促進総合対策卒業では， ha~ たり 51 ， 800111，森林総合殺1lìiì

lえ伐採のみが33，184内，怜採・集積の場合が66，368円の補助金が出されているが，林秀え

には森林組合手数料等を Iいて， 15 ， 000~38 ， 000PJ が波される。なお， I徐I1司1Jと補助の対象は，

II ~35年生までの林分で， Ilf1伐添加%以上，そしてO.lhatU二の林地という条件の林分である。

1m伐出述補助卒業として道路開設への補助がある。小国IIITでは林家によって簡易作業滋(林内作

が開設されてきた。そのため，作業i払簡易作業巡の開設についても林家にピラで初日~]

内科を訟え， 1m設希裂のとりまとめを行っている。作業道補助の法的は，間伐対象}市街が 3ha以

3 名以上，有効 '1係員4m は下，数砂手IJIII高3m~)、下で，事殺到の80% がネílì助される。また，

簡易作業道のtillJJ)]の基準lえ!日j伐対象船鞘 3ha以上，受益者:-l ~ltU二，有効 11'話践 3m 以下で，

業'i.ltの60%が補助される。このように小間111]森林組合は，林家の約機的な1m伐活動を法礎に， 1m 

伐補助事業の|ムj谷を林家に伝え，必要ならば林家に例別に{引きかけてIlU伐を促進してきた。また，

~t ilí'U志盤整備については，林家からの '1' 請も含めて森林組合が淵盤して， I詰j伐実施と結び付けて

いる。

ところで，森林組合による間伐推進の上でもっとも設嬰な役割は，森林組合の共販fYrによる

材販売活動である O 慨に述べたように，森林総合卒業は共販所の牒閣のなかで発股してきた。ま

ず、はじめに，小i葉1111]'の木材流通をみよう。 ;J、i主Illfrは筑後JlI流域にあるので1::1削の製材業の原水供

給恭地の…つとなっていた。しかし，しだいにI!f]Vすに加工業者が現れ， 1936， 37年頃から帝t討を

導入するようになづて日間の製材染者と競争するようになったが，大径材は，日目iへ流れ，地元

では!日i伐材が利用されていたといわれている 9)のしかし，戦時Ijqこ県を単位とした統制機構が強

制iiされ，小悶IIITF人jで、素材の流通.il~í q!(が行われるようになり，これをきっか{すに日間への流出が

なくなったo lI没後になって

木材統制が!発止された後，

日間の製材染者による買い

付けはあったものの，次第

にfili5e製材染者のカが強く

なっていった。

iヌl… 1{ま， 1989年!支の小

限111]'1)すの素材流i般を訴した

ものである。

小田l町で、設される素材

は年IH149，000nfであるが，

森林組合共販所を続出せず

に他地域へ移出されたり，

製材19rがi立接T01Rるものは

80% '自9% I小 i波間)'177%
， 

森林組合 17の%。 !ja以外事1材殺省e l 
20% 

.， 
I J七飯 i涜

1 % I 16% 

問一 i 小包IIUTの取材のiJiti漫経路(1989i1斗支)
iJ: :熊本県、 IJ、問I1If森林紛合資料および11討さ取り認'，J1t~'[i撚を郎いて作成

8，600nfと少なく， 39，400nfが共淑rYrで取り引きされる。)^討:1約にはわずかであるが，桁丸太111材と

して加工業者がfi釘抜林家から立木を J~{付ける場合もある。共販問には 111]'外の素材が 500nf入荷し

ているが，ほとんどが南小国IIfrで生政される1オと考えてよいのーブ1]，議材の販売をみると，小田

11町および1行小j羽11汀の地法|人j製材染者が30，700nf(77%) を民っている。小関Ii汀には25社の製材工

場，病小国111]'にはutl:の製材工場がある O 現在，板材を '11心に生産しでいる業者は12社あり，紋・

角・棋のすべて生践している染者は 5社，ね:タj類会':11心にしている染者が4tl:.ノト筏材を rll心に

している業者が 4社，地域の建築用材全般を生産している業者が 4*1:，不明が4社である O また，

1985年より森林総合が杭・水工・製材加工をはじめており，年間 2，500nf (6 %)の3制オを購入
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している O …)j，地区外に流れる議材のな流出先は日間ブj・閣の製材梁者であり， 6，700ni'を購

入している O 以上みたように，小関1I1Tの素材流通はf[.j小樹IIrfを含めて考えれば，地区内で生産し

たものを主として:Iiliぼ内で消費するという 11~になっている。競争力があるといわれる日制の製材

業者も小悶材の取引に関しては大きく手をだせない。また，初j削除問伐材を利用するために1985

3ドから森林組合では杭水生産をおこなっている。この生産のための原水は政接加工場あるいは林

道端で、買取っている O 杭加工用の原水は111]"内から50%税皮供給され，他地域から50%秘境が供給

怒れている。

このように小国 110'森林組合の共販問は 11Ifl)~の議材流通の結節点となっており，間伐材の流通に

おいても裂な役割を"*たしている O そこで，共販所の議材の取扱い内務について以下詳しく見

てみよう O ノj、lま1I11r森林総合の共販卒業は1958年以来続けられており，金融卒業と並んで来u合のもっ

とも基本的な事梁である。共販所は月 3聞の市を問機していたが， 1991年から月 2籾の開催に変

更しているo 長1:訳は楼級で 8cm以下， 9 ~13cm ， 14~16cm ， 18~22cm ， 24~28cm ， 30cm以上と 6

段階に仕訳け，長級で、は3，4，6mに， 1f~質でj直材と仰がり材に区別する O 第 794 1illの共i坂ïlîの結糸

によれば，総材積903ni'のうち13cm以下の1オ秘lま330ni'で全体の 3劉を内め，さらに16cm以下でみ

表-11 ノj、関森林組合共販所の材絞

別11¥術者数
(1990:4'-ISO 

25.4% 
10 ~ 20 79 43.9 

20 ~ 30 56 57.0 

30 ~ 40 38 66.0 

40 - 50 24 71.6 

50 ~ 60 24 77.2 

60 - 70 12 80.0 

70 - 80 11 82.6 

80 ~ 90 11 85.2 

90 - 100 6 86.6 

100 ~- 200 30 93.7 

200 - 300 8 95.5 

300 -400 6 96.9 

400 '-500 2 97.4 

500 -1000 8 98.8 

1000 ~.1500 3 99.5 

1500 . -2000 99.8 

2000 - 100.0 

426 

注 1)小i殺森林~~l坂所資料より作成
2 )黙殺~t1:ヒ離はIII術者L計・426(00) 

に丸jする比療を黙秘したもの
3) IJH1f;{オ絞階腐は々~II¥J (1990年

5Flから19911ド4月)のitff!
散で区分している

ると，材殺は462ni'と全体の 5舗を占めているo なお， 13 

cmJ)、下の紫材l土木単lil1iで'l]Rり91きされ(本売り)，本売り

の材は，品質が同じであれば，複数の出荷者の材を…つ

にとりまとめて販売している。販売方法は入札方式で行

われ，入札参加者は補償金を納めれば識も参加できる。

日間の各滋材市場が， ffitブJ総合を作って参加者を規ililJし

ているのとは興なっている O 現在銭ブ'jfま， 114~ (19901ド

5Hより 91年 4月までのデータ)であり， 1閣当たり 20

名桂成が入札に参加している。開イえi~・の需要はツイン帯

鍬を導入した製材工場・の増加に伴って高まり，これらの

工場がflJI伐材・のiilli格形成をしている。これらの工場m は大

鷲加工をするため，それに対応できるように共販所の瓶

は本売りの大桃になっている。

ーブj，出持者をみると，同期間の出術者数は 426人で、

あり，そのI*JIIIT内出荷者は 405人で，金紋扱いf設の93%

を1111'内の者が出荷している。また，出荷量'lJjH箆7JIJ出術者

数等をみると(表-11)，10ばまでが108人で25.4%， 100 

ばまでが 369人で86.6%そ占めており，小競;生設をして

いる人たちが多数を占めている。しかし，取扱澄でみる

と， 100ばまでは30.1%を，Jiめているにすぎない。この

ように，森林組合の共販i州立IUJI)qの林家の議材販売Jが9i'

として浪嬰な役割を来たしており，小笠の生践しか行え

ない小規模林家!?jのj招待にも!応えている。しかし，共II民

所は小差芝生産者より大殺生j家者によって致的には維持さ

れている。すなわち，年間 1，000ni'以上出荷している上

位 5名が金取扱澄の25%を占めている。また，主!間伐]JIj

にみると，主伐材は 7，698.6ni'で全体の24.8%に過ぎず，

間伐材が23，299.7ni'で75.2%を占めている O 皆伐の減少
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によってこのように高齢間伐を含めた間伐材の投肢が多くなっている。さらに，森林組合が販売

みを行った材は 9，773.8rri'で28.2%をIc4め，伐採，築材，巡材・の金者11あるいは…部を森林組

合が担当したものを含めて森林組合が販売した材は21，224.5rri'， 71.8%となっており，次第に

政過程まで森林組合がmう場合が場えてきている O

このように，森林組合共販所は小国111]"内の生酸素材を小国II!T'm小国IIITの製材染者の潟婆に結

び付ける役割を来たしている。

W 小指

いままで述べてきたように小限 IIIJ の林家は r~jî伐生産に和総的であり，間伐はこれら林家の活発

な動きに頼ってきた。森林組合は彼らの伐採・集1~ 過程'ð::fìlì完的に担うだけ-でよかった。このよ

うな間伐生陵情i査の中で、森林組合のもっとも重裂な役割は共!成所において間伐材を販売すること

であった。 1958:ifから始められた森林組合共販問は小i沼地区の潔材をJililまiよj製材染者に供給する

とともに， ;f本語誌に木材1if日格情??技を与え，価格への関心、を自完成することになった。以前は，立本は

すべて製材業者あるいは素材生産業者の付ける価格で販売していた。共!収j好の開設を契機にして

林家は，それまで伐掠，集材過程を業者に住せていたのを，自家労働力や縦用労働等による林家

の自主営で素材生践を行いそれを共販所で販売するようになった。

このような 1950~601f'.代の生産・流通構造の持編によって林家を 3.:J41Jとする小間II!Tの林業がは

じまったことは，今日の間伐生産構造の基般をイノ1:り上げている。!日j伐の場合は主伐以上に林家に

よる生産が~~.住んであり，林家中心の生産といえる。それゆえ，布11幼金が防i伐にも支給されるよう

になった当初，布告日~J金による鴎伐よりも自力による IItJ伐が多く，林家主導に間伐が行われてい

しかし，このような小関111]"の地域林業構造は変わろうとしているc 森林経営謝紛の大小による

変化と農業生産の専業化によって林家の経常行動は多様化してきている。その結果，森林組合の

役割も多様化し，森林組合の事業:範捌は間伐生産から加工・流通まで拡大してきた。.L:J.、Tでは，

多様化してきた林3誌の経営行動に対応して森林組合がどのような役割を来たしているかをまとめ

るO

林業所得を中心にしている大中規模開は，木材価格の{ほ迷と林業労働力権部の困難から絞営行

1fW に変化が現れている。 l つは，伐採方法の変化である。小関11汀では以前は40~50年生で皆伐し

ていたが，伐跡地の造林資)I!がおむことや，労働力を時保することが間難であることから潟i色合間

伐に移行した。この移行をスムーズに行い得た理由として，加工業者主導の桁丸太生訟のブーム

がある。 1975年頃より桁丸太生J京が行われるようになり加工業者が林家から立木で原水を買い付

けるようになった。桁丸太生産は林家にとって素材生訟の手当を考える必要はなく，手取り中しく

Jlx入があげられ，伐跡地の整理も必嬰がないというメリットがあった。しかし，桁丸太に生産で

きる戎水は…音1¥であり，ほとんどは一般用材向けである。これら…般用材向けの立木;は，相当の

i詩的水にならない|浪り，木材価格の簡で有利にj坂光することはi菰~If~である。その場合，伐跡地法

林資は大きな負:tf!となる。そこで， 1足跡地造林を行わなくてもよい伐採方法である間伐という方

法が多くなった。さらに簡易作業逃が入っている林分は，開伐材-の伐採，搬出資は大きなjEl:tf!と

ならないという点も，間伐を増加させた理由である。 2つには，常剖f，臨時を含め林業労働力の

減少，高齢化が目立ち，綿々の経営体ではその倒産保がi現職になってきている。以前のj終業生成は

水J請を小心にしていたため作業に季u?I'i笠があり， i員調j切には林梁に従事するという形態が普通で

あった。自家森林のあるものは農際郊に所有林の手入れを行うし，森林をほとんどもたないもの

は， 1:1:1大規模林家の保育や伐採・築材の仕等f.に従事していた。しかし，第…次産業に従事する人
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日の減少とともに，野菜生産の拡大，若干g(f経営の規模拡大，シイタケ践の専業化などにより j長

業生産への従事が通年イとして林業への就業者は大きく減少した。このような林業労働力の減少に

ともなって，なるべく手IIIJを省くような伐抹方法に変児 L，自家労働力あるいは森林組合への

託の!立合いを強めてきている O

森林紛合は，以前には生活資金を含めた林家の資金制連の組織であるとともに，生産した素材

の販売先であった。すなわち，森林組合は，金融・販売機能を来たしていた。このような機能に

か11 え，いままで林家がJ立ってきた~.ifI~過程l!の -~1鳴を森林組合が担いはじめた。しかし， IHJ伐材の

販売過松では森林組合への袋小化によるスケールメリットが働くが，新たに担うようになった間

伐の生政過程は，森林組合が担うことによる経済的な効染{スケールメリットによる生産コスト

の{低減等)は，林内作業京を 111心にした体系ではあまり出てこない。

次に，中小規模のJ}JJ:林業複合経常では，農業と林業の組み合わせが必袈でその世t;1iTの自家労働

力の合理的な配分によって森林作業の時期とほ数が決定される。 1~1 家労働力を満度に利用し

13 1人当たりの稼ぎをなるべく多くするために労働力を振り分けるのである。…ブJ，年rrnを;述し

て就業することも条件である。林業は農業にj七べ査が長期に及ぶため，いままで余剰労働力で

造林・保育が行われてきた。|期伐}t)lを迎えた現奈良業生産ほどではないが， lfiJ伐躍をすれば

i潟貨車EJ交の収入が持られる。ここでは，終業への労働力の投下と林業への労働力の投下.の選択が

行われる。これは，1Iin別経済主体の事情によってその組み合わせがiJとまる。ただし，シイタケ生

産jjZ家の場合には， IlJJ伐とシイタケ生態のほだ水;置き場の殺備とが結合関係にあるため， 1111伐材

による所得への期待よりもシイタケ生産:の…環としてIIt1伐が行われることがある O また，作業:道

は， 1m伐をi1sめるために開設される場合もあるが，シイタケほだ木の輸送のために開設され，そ

の結果関伐も進むということも出てきている。…JJ，ミ卒業林家のところでも述べたように農

産が専業化・ j温年化することによって，林梁への労働の投入が行われなくなってきているのも

突であり，この場合には，間伐を森林組合へ委託することが発生する。

森林組合の機能としては，共j坂所を過して小鼓分散的な材を符手IJに販売できるという販売機能

とともに，近年は労働力不足からliIJ伐材生産機能も出てきている。小規模零細な森林所有者の多

くは，林業所得をjtJJ狩:しないものも少なくない。 1950年代のIIIT有牧野の解放によって新たに林地

合取得した林家は林梁所得を期待していない。これらの体君主は要時伐林分を所不干していても， I均

伐を自主的に行うことは少なく，森林組合が作業道をIJf.J殺して計nm的に実行することによっては

じめて間伐ができている。このように森林組合は単に議材・を販売する機能を発揮しているだけで

なく， mJ伐を計倒的に組織化し実行するという機能をもたされつつある。

以上述べてきたように，小国11町森・林組合の11討伐推進機能として，第ーには共瓶事業による間伐

材販売;j((~進という聞が挙げられる。小国11fTでこの機能が液視されたのは， ii没後森林組合が金融事

業・を:読んに行い，その林家の1/!f用余を水Jれ販売金で返済するので素材販売事業(共販所)を戟線

的に行.う必嬰があったこと，さらに日間および地元に製材業者をかかえており，素材の需袈が大

きかったからである。 森林組合が共!波j9T >d:- li~設することによって，小間11fTて、生Bをされる取材は地

元小国111]"，fti小関11町で利用されるようになり，小同地区内での消授がほぼ完結し

泣年になって森林組合は地域の経済状況の変化にともなって， I1¥J怜推進面での役棋を拡大して

きた。…つは，森林組合の陪伐材加工事業への進出である。この加工事-:来:は， 2つの点で裂で

ある O …つめは本報告ではあまり触れなかったが，間fえした材のIわであまり利用されなかった総l

丸太を杭に加工し，金森述ルートを利用してj販売に成功したことである。さらに，地元の村おこ

しとかかわって，大jJ~桜木材トラス構造の建物が多数作られたが，その部材として地元の小 i主11>1

が舘われたことである。もともと，小限材は紋材ーとして窓会ドがあった。しかし， ~制オ謂婆は供述
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しており小間材のイメージも低下していた。 森林組.合がトラス構造部材として加工し，供給する

ことによって小関材の新たなブランドが作られつつある。この闘で森林組合の加工事業への進出

は，間伐材の販売という閣で v ・定の促進効果があっ t:.o

森林組合の間伐f(t進という点で近年における森林総合の役割拡大の動きの 2つめは， 1間伐の伐

採・集材過税への進出であるc 先にも述べたように森林組合が第 3セクタ一方式で林梁労機組織

を隙保したことによって，この過税に進出することができるようになった。林家の自家労働力あ

るいは躍m労働力の確保が銅製Iiになゐ'1'で，森林組合は伐掠・集日li材分野へ巡出したが，伐採・

集材j~1Æの生斑体系は，スケールメリットが似j きにくく 1>>~1 人で行つでも，集剖化で:行っても生競

コスト部ではあまり恐が生じなし、。ぞれゆえ，森林組合がこの過程を担う経済的なメリットはあ

まりなく，あくまで林家の作業代行の側|泌が強い。しかし，作業路のlJfJ設とセットにしたrtiJiえは，
森林組合であるがri立に河.能になったものであり，このllHでの森林組合の役割は議嬰である

以上のように，小間IIITにおけゐ澗{えは，森林組合が以前から担ってきた議材販売機能を生かし，

11司伐材を地元製材業者に結び付・けることによって軌道にのっている。さらに，近年の林家の所得

先および農業生経形態の変化に対j忘して，森林組合は伐採・集材過程の代行を行うとともに，…

方では 1m伐にお~í級的な林家に対して作業道の開設による 1111伐促進に努めてきている。さらに，間

伐材摘要の拡大のために加工事業にも森林組合が進出し， I瑚怜推進の…J1jJとなっている O

引用文献等

1)小隊IiIlJ(1989) 小関波数似拠地域絞備前倒手j:tMif~資料 .28--29 ，42-43

2)堺 正紡; (t980)f!í IIlJ村段Ill~ における林業行政の!民間状況と効i来的なあり JJの検討に限jする翻公報告1'，(

(I) .林野Jî~ß:削減.199PP

3) íf.~幼治(1991) 熊本県小限IIIIJ森林組合悠木版業(株) i没JLで者手労働力をli'(lH~L紋新現地情報 絞森林組

合50i恕.230--235

4)議朕主nlYi (1 991) ノトi対林業と悠水ílÎi業(株)の投手.，機械化林業 453.33~38

5)議係長11明(1991)ノj、IJtjUIJの林業労働力対策…悠木版業株式会社一.;j;ド絡協月級.356.25--33

6) IllJき取り初Jft~ *，fi 占IH立， 4U!稿(j993)学位論文 f森林組合による111]伐:JfLi径のメカニズムに|討する研究|の

84]J:[を参照のこと。

7)上林…郎(1984) II\l伐における紋泌伐/1'，方法の体系化に関寸る研究.熊本県林業研究指導所 26 胃 110~.141

を参!![l.した。

8)前掲引の85--87Y:fでI1践をの皮数分布について訴しく泌べている 0

9) liiHl¥ 2)の125FTで指摘されている。

Resume 

The reagion of Oguni-cho is carried out 1、日foresiationfor a long time. 

Oguni-cho forest owners' association (Oguni-cho F.O.A) is managed in regional forestry，and 

it has fulfilled an important function. 1n pariicular，oguniべ:hoF.O.A plaied a major function 

in the tinning action. 

This study examines outline of the reagional economy and forestry ，management of 

Oguni-cho F.O.A， thinning action ， and circulating and prosessing of thinned logs. 

In the result， 

1 )The日tractureof Oguni-chi regional forestry is formed World War II after. Thinning 

action is curried out by forest owners. 




